
開催日時 会会会会    議議議議    名名名名    開催場所 

平成 21 年 5 月 23 日（土） 中央大学理工学部 

14:00 ～ 15:30 

2009 年度中央大学土木同窓会評議員会 
（第 24 回） 5 号館 1階 5136 号室 

主  催 中央大学土木同窓会 会議の種類 定例会議（1回／年） 

司  会 升本喜一（事務局次長・S44） 記  録 清水英樹（事務局・S61） 

 ①2008 年度収支決算報告書(資料 24-1)、②2009 年度予算書(資料 24-2)、③2009 年度中央大学 

 土木同窓会役員名簿(資料 24-3)、④中央大学土木同窓会評議員名簿(資料 24-4)、⑤2009 年度 

配 布 中央大学土木同窓会支部長、幹事長一覧(資料 24-5)、⑥会則の改正について(資料 24-6)、⑦土 

資 料 木同窓会ホームページ立ち上げについて(資料 24-7)、⑧2008 年度中央大学土木同窓会会費納入 

 状況(資料 24-8)、⑨2009 年度中央大学土木同窓会年間計画表(資料 24-9)、⑩中央大学創立 125 

 周年記念募金申込状況(資料 24-10) 

 舌間(S32)、小林(S32)、永松(S35)、荻野(S36)、西川(S37)、山川(S37)、横田(S40)、瀧口(S40) 

出 席 者 千村(S41)、串山(S44)、田中(S44)、升本(S44)、木村(S45)、小林(S45)、芳賀(S45)、臼杵(S46) 

（順不同） 辻田(S46)、武安(S48)、中村(S48)、山田(S49)、佐藤(S51)、平野(S54)、菊地(S55)、豊川(S55) 

（敬称略） 山崎(S55)、鈴木(S56)、松友(S60)、奥村(S61)、清水(S61)、深和(H4)、柴沼(H6)、手計(H12) 

 藤枝                                  以上 33 名 

議   事 

[１]報告事項 

（１）2008 年度事業報告 

司会（升本事務局次長）より、2008 年度の事業報告がなされた。質疑事項は特になし。 

[２]審議事項 

（１）第１号議案「2008 年度決算報告および会計監査報告について」 

 会計（鈴木氏・S56）より、資料 24-1 にもとづき 2008 年度決算および監査の報告がなされ、承認された。 

（２）第２号議案「2009 年事業計画について」 

司会（升本事務局次長）より、資料 24-9 にもとづき、2009 年度事業計画案の報告がなされ、下記事項を修 

正の上、承認された。 

  １０．就職懇談・懇親会の開催時期：【誤】5月 23 日 → 【正】12 月初旬 

（３）第３号議案「2009 年度予算について」 

 会計（鈴木氏・S56）より、資料 24-2 にもとづき 2009 年度予算案の報告がなされ、下記事項を修正の上、承 

認された。 

・支出の部 

１．事業費支出、予算額（A）欄：【誤】2,7000,000 → 【正】3,700,000 

３．（３）支部総会費、備考欄：「＋土木学会」を削除 

  ４．予備費、予算額（A）欄：【誤】5,156,000 → 【正】4,156,000 
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議   事 

（４）第４号議案「2009 年度役員について」 

 司会（升本事務局次長）より、資料 24-3、24-4、24-5 にもとづき、2009 年度役員、部会構成、評議員の報 

告がなされ、承認された。 

（５）第５号議案「中央大学土木同窓会会則改正について」 

司会（升本事務局次長）より、資料 24-6 にもとづき、会則改正案の説明がなされ、下記の改正事項が承認さ 

れた。 

①土木工学科から都市環境学科への名称変更に伴う暫定的な措置として、「本文中の土木を都市環境へ、土木 

工学科を都市環境学科へと適宜読み替える」一文を付し、都市環境学科を卒業する同窓が生じる平成 25  

年 4 月までの間に同窓会の名称も含めた同窓会則の見直しを議論していくこととする。 

 ②第９条の役員構成に、「名誉会長 1名」、「副会長 5名以内」を追記する。 

（６）第６号議案「土木同窓会のホームページ立ち上げについて」 

 広報企画部会ＨＰワーキングの深和幹事より、資料 24-7 にもとづき、同窓会ホームページ立ち上げに関する 

趣旨説明がなされ、今年度の同窓会報が発刊される 11 月までにホームページを開設して同窓会報にて告知する 

ことが了承された。 

[３]その他の事項 

（１）会費納入状況 

 田中副会長より、資料 24-8 にもとづき、会費納入状況が報告された。2008 年度の最終的な納入者は 948 名 

と微増したものの、依然として全卒業生(9,905 人)の 1 割にも満たない人数で固定化しており、若い世代の賛 

同が得られていない現状が課題として挙げられた。 

（２）中央大学創立 125 周年記念募金への協力 

司会（升本事務局次長）より、資料 24-10 にもとづき、中央大学創立 125 周年記念募金の申し込み状況の報 

告がなされた。理工学部各学科同窓会の中では最多となる 10,089,204 円の寄付金申込状況であるが、さらなる 

ご協力をお願いしたい。 

質 疑 応 答 

・2009 年度の予算書において、会費収入を 5,000 円×1,000 人と見込んでいるが、会員 10,000 人のうち 1,000 

 人では、あまりに寂しい。全員参加に少しでも近づくような何らかの措置を検討してほしい。 

→若い世代の同窓にとって、5,000 円の会費は費用対便益の面で割高と捉えられ、賛同が得られていない。打 

開策のひとつとして、同窓会ホームページを活用していきたいと考えている。 

・会則改正について、「土木工学科を都市環境学科へと適宜読み替える」とは非常にあいまいであり、とくに第 

3 条などは都市環境学科に変更すべきではないのか？ 

→今回の改正はあくまでも暫定的な措置であり、都市環境学科を卒業する同窓が生じる平成 25年 4月までに同 

窓会の名称も含めた議論を重ねて、抜本的な改正を目指していく。 

・ホームページの開設は時代の趨勢であり、開設に全くの異論はない。会費納入者に閲覧パスワードを付与す 

 るインセンティブ措置を講じたり、会費のクレジット決済がホームページ上から行えるようにすることによ 
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質 疑 応 答 

 り、会費納入率の向上が期待できる。 

→同窓会名簿の開示は個人情報保護の問題も含んでおり、議論が必要であるが、パスワード付与やクレジット 

 決済は対応可能であると判断する。 

・学科と同窓会の共催として実施している就職懇談懇親会であるが、正式な学校行事として認可してもらい予 

算措置を講じてもらえるよう、同窓会から大学側へ働きかけをお願いしたい。 

→同窓会として、キャリアセンターに申し入れを行う。 

合 議 事 項 

・土木工学科から都市環境学科への名称変更に伴う会則改正の暫定的な措置として、「本文中の土木を都市環境 

へ、土木工学科を都市環境学科へと適宜読み替える」一文を付し、都市環境学科を卒業する同窓が生じる平 

成 25 年 4 月までの間に同窓会の名称も含めた同窓会則の抜本的な見直しを継続審議していく。 

・同窓会ホームページを外部サーバー上に開設し、複数の同窓会管理者によりオンデマンドな更新を行ってい 

 く（ホームページの製作は外注し、同窓会報が発刊される本年 11 月までの開設を目指す）。 

・現在、学科と同窓会の共催として実施している就職懇談懇親会を正式な学校行事として認可してもらい予算 

 を充当してもらうよう、同窓会としてキャリアセンターに申し入れを行う。 

以上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討事項・要回答事項・要継続審議事項 

事項 会則の抜本的な改正 担当部会 評議員会 期限 平成 25 年 4 月 

事項 同窓会ホームページの開設 担当部会 ＨＰワーキング 期限 平成 21 年 11 月 

事項 就職懇談会の学校行事化に向けた申し入れ 担当部会 同窓会役員 期限 平成 21 年 12 月 

次回開催日（予定） 次回開催場所（予定） 議事録作成日 議事録作成者 

平成 22 年 5 月 中央大学理工学部 平成 21 年 6 月 1 日（月） 清水英樹(事務局･S61) 
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